
 

 

 

 

障害児に対する、身近な楽器による表現を促すための活動（第三報：エレキベース） 

――――    エレキベースを取り入れた、表現を促進する働きかけの工夫及び「活動のダイヤグラム」エレキベースを取り入れた、表現を促進する働きかけの工夫及び「活動のダイヤグラム」エレキベースを取り入れた、表現を促進する働きかけの工夫及び「活動のダイヤグラム」エレキベースを取り入れた、表現を促進する働きかけの工夫及び「活動のダイヤグラム」    ――――    
（文中、Th.はセラピスト、Cl.はクライエント、エレキベースはベースとのみ記す。） 

ＭＧＷ研究所 都築裕治                 

【はじめに】【はじめに】【はじめに】【はじめに】先に、「縦の発達」と「横の発達」という概念により、Cl.の現在持っている力の使いどころをその

Cl.に応じて創出し提供することも Th.の役割であることを述べ、その展開例としてリコーダー（第一報）及び

キーボード（第二報）を用いた活動について報告した。今回は、その同じ文脈においてベースによる活動を報

告する。筆者は複数の Cl.に対し、「横の広がり」を意図したベースを用いたさまざまな活動を工夫・実践して

おり、その活動事例における関わりや経過を検討することで 、「ベース「ベース「ベース「ベースを用いた活動のダイヤグラム」」」」作成を

行った。それを活動事例とともに報告し、Cl.の音出し表現を促すための一資料に資したい。

【対象者】【対象者】【対象者】【対象者】知的障害を持つ 9才～26才、25名。自閉症・ダウン症等。 

【方法】【方法】【方法】【方法】Cl.の状態に応じて、以下の働きかけを行った。 

１１１１....提示位置の工夫 2222. 弾弦への配慮（特殊ピックの利用 etc）  

３３３３....単音楽器としての扱い（自由な音出し）４４４４....使用弦の減少（一本弦ベース～三本弦ベース）  

５５５５....音程取りの簡易化（・カポタストの利用・フレットへの色数字カード貼付 etc）    

 【結果および考察】【結果および考察】【結果および考察】【結果および考察】上記の働きかけにより、Cl.それぞれの形でのベースによる活動が成立した。これらを整理・

検討し下記のダイヤグラムを得た。 

    

             【エレキベース活動・ダイヤグラム】【エレキベース活動・ダイヤグラム】【エレキベース活動・ダイヤグラム】【エレキベース活動・ダイヤグラム】    
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・・・・A1,A2,B1A1,A2,B1A1,A2,B1A1,A2,B1：：：：少しの操作でもアンプを通して大きく音が返ることで、ベースが Cl.にとって応答性の高い道具と

なった。エコー技法、対話技法によりこれらの活動が促進された。 

・・・・BBBB２２２２::::①①①①この方法により、ベースが簡易なメロディ楽器となった。②②②②また、色数字譜は、、第第二二報報でで報報告告ししたたキキーー

ボボーードドにに関関すするるシシスステテムムののベベーーススへへのの応応用用でであありり、、色色数数字字譜譜ででののキキーーボボーードド演演奏奏にに慣慣れれたた CCll..ににととっっててはは、、ベベ

ーーススででののメメロロデディィ奏奏へへのの展展開開もも比比較較的的容容易易ととななっったた（（横横へへのの広広ががりり））。。 

・・・・C:C:C:C:カポタストを使うことにより、開放弦や簡易な運指による音出しで曲への対応が可能となった。 

・・・・    ギギタターーででももここののよよううななベベーーススとと同同様様のの展展開開がが考考ええらられれるるがが、、上上述述のの展展開開ににおおいいててはは以以下下のの点点かかららベベーーススのの方方

がが扱扱いいががよよりり容容易易ででああるる。。①弦弦がが太太いい  ②②弦弦とと弦弦のの間間隔隔がが広広いい  ③③フフレレッットトととフフレレッットトのの間間隔隔がが広広いい。。 

（（ななおお、、ギギタターーででははベベーーススととはは別別のの展展開開にによよるる実実践践ををおおここななっってておおりり、、別別途途報報告告ししたたいい）） 

【終わりに】【終わりに】【終わりに】【終わりに】その時の Cl.の持てる力は同じでも、活動で使用する“道具”と“使用法”を工夫することにより、

Cl.の表現出来るものが変化してくる。それらの工夫は Cl.の状態（発達段階・能力等）に応じて行われるべきも

のであり、このダイヤグラムは Cl.の状態にそった活動を考える際の「見取り図」として Th.にその手がかりを与

えるものである。それぞれの Cl.の位置を見極めた展開をはかって行きたい。 

②②  

クク
ララ
イイ
エエ
ンン
トト
のの
肩肩
かか
らら
吊吊
りり
下下
げげ
るる

（（レレ
ギギ

ュュ
ララ
ーー
スス
タタ
イイ
ルル
））  

  
  
  
  

  
  

↑↑  

,,

①①
セセ
ララ
ピピ
スス
トト
がが
対対
面面
でで
抱抱
ええ
てて
提提
示示
すす
るる 

①①  

テテ
ーー
ブブ
ルル
上上
にに
置置
くく

（（水水
平平
／／
斜斜
めめ
））  

【【【【【【【【
ベベベベベベベベ
ーーーーーーーー

スススススススス
のののののののの
提提提提提提提提
示示示示示示示示
位位位位位位位位
置置置置置置置置
】】】】】】】】 

【【【【
弾
弦
弾
弦
弾
弦
弾
弦

のののの
方
法
方
法
方
法
方
法
】】】】    

① 

筒
型
大
ピ
ッ
ク
で
弾
く 

↓ 

② 

平
型
大
ピ
ッ
ク
で
弾
く

（指
ホ
ル
ダ
ー
付
き

・
指
ホ
ル
ダ
ー
無
） 

↓ 
 

③ 

指
で
弾
く

（拇
指
／／
人
差
し
指
） 

単音楽器用法単音楽器用法単音楽器用法単音楽器用法    
１自由な音出し（デタラメ奏） 

２曲の中での音出し（一音演奏） 

一本弦用法一本弦用法一本弦用法一本弦用法                                                                                                

１自由な音出し（デタラメ奏） 

２メロディ奏 

① 二人羽織技法による演奏 
（各種楽器において、ある操作を二人で行

うこと。筆者が命名） 

②フレットへの印付け＆数字譜に

よる演奏    

 

二・三本弦用法二・三本弦用法二・三本弦用法二・三本弦用法（ルート etcの演奏） 

以下の工夫によるベースパートと

しての演奏 

・弦への色つけ 

・色楽譜の使用 

・カポタストの利用 

 


